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目 次

中期経営計画「E-Plan」

 

呼称の由来

E-PlanのEは、社名のEBARA、或いは環境（environment）への拘りを表現しているだけでなく、

「全員が参加（enroll）し、全員が個々のもつ能力を向上（enhance）させて、

本経営計画の目標を達成する（enable）と共に、優れた（excellent）企業風土をつくり上げ、

且つ根付かせて（enroot）いきたい。」

という思いを表したものです。
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１．

 
E-Plan2010（前・中期経営計画）総括

荏原博ポンプ（中国）

富津工場（千葉）

「経営基盤の再構築」への取り組み「経営基盤の再構築」への取り組み

 
～事業基盤強化での成果～～事業基盤強化での成果～

次期へ引き継ぐ課題

グローバル展開の更なる推進、グローバル人材の開発

→

 
新・中期経営計画でも継続して取り組む

個別事業の体質強化

最新鋭ポンプ工場として富津工場(千葉)を建設、羽田工場から移転
富津工場での生産革新運動を推進

「選択と集中」の加速

風力発電事業、燃料電池事業など不採算、ノンコア事業を整理
中国ポンプ工場(３拠点)の本格稼動

エンジニアリング事業の再編

内部統制の整備とコンプライアンスの強化
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数値実績数値実績

 
～世界同時不況、円高などにより～世界同時不況、円高などにより全てを達成できず全てを達成できず～～

→新・中期経営計画へ→新・中期経営計画へ

１．

 
E-Plan2010（前・中期経営計画）総括
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実績値 計画値

2008年度 2009年度 2010年度 2010年度

ROE － 4.3

 

% 20.0

 

% 8.0 %以上

D/Eレシオ(期末) 1.5 1.4 1.1 0.9 以下

自己資本比率(期末) 21.6

 

% 24.8 % 29.9 % 30 %以上

E-Plan2010最終年度(2010年度)における目標指標
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数値数値実績実績

１．

 
E-Plan2010（前・中期経営計画）総括

4

・

 
各事業の実績（連結）
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中期経営計画（E-Plan2013）

新・中期経営計画新・中期経営計画
 

EE--Plan2013Plan2013

～確かな成長に向けた、新たな挑戦への第一歩～～確かな成長に向けた、新たな挑戦への第一歩～

よりより確実で安定した事業構造を確立する確実で安定した事業構造を確立する

5

創業創業100100周年を周年を超えて、超えて、次の次の100100年も年も
「優れた技術と最良のサービスの提供を通じて「優れた技術と最良のサービスの提供を通じて
広く社会に貢献する産業機械メーカー」であり続けるために広く社会に貢献する産業機械メーカー」であり続けるために



中期経営計画（E-Plan2013）

１．重点地域での“域産域消”を推進すると同時にグローバルな視点に基づく
最適地生産および製品供給を確立

～変化の潮流の取り込み～

２．中核事業の領域拡大による新市場への進出

～確実な成長を目指して～

３．科学的アプローチによる“ものづくり”プロセスの最適化

～絶え間ない生産性革新を組織文化として内部化～

４．事業領域のグローバル化に即した本社機能の拡充

～グループ本社／グローバル本社機能の強化を通じたグループ運営の再構築～

１．重点地域での“域産域消”を推進すると同時にグローバルな視点に基づく
最適地生産および製品供給を確立

～変化の潮流の取り込み～

２．中核事業の領域拡大による新市場への進出

～確実な成長を目指して～

３．科学的アプローチによる“ものづくり”プロセスの最適化

～絶え間ない生産性革新を組織文化として内部化～

４．事業領域のグローバル化に即した本社機能の拡充

～グループ本社／グローバル本社機能の強化を通じたグループ運営の再構築～

EE--Plan2013Plan2013のグループ全体方針のグループ全体方針

２．E-Plan2013

 
全体施策(１/６)

6



中期経営計画（E-Plan2013）

新興国を中心としたオイル＆ガス、電力・エネルギー、水インフラ等の需要増加

円高傾向

ICT（情報通信技術）分野における客先の寡占化

2008年

 

2011年

 

2013年

E-Plan2010･･･経営基盤強化の期間 E-Plan2013･･･確実で安定した事業構造を確立する期間

前中期経営計画とのつながり前中期経営計画とのつながり

２．E-Plan2013

 
全体施策(２/６)

外部環境

4つの｢こだわり｣

全体方針

グローバル人材開発･･･引き継ぐ課題

機械メーカー
へのこだわり

環境改善
へのこだわり

■選択と集中
■世界を見据えた事業基盤の確立
■キャッシュフローの改善

■グローバル人材開発
■リスクマネジメントを含む

 
グループ・ガバナンスの再構築

科学的アプローチ
による”ものづくり”
プロセスの最適化“顧客と共に

歩む荏原”
へのこだわり

内部統制と
業務効率への

 
こだわり

”域産域消”を基本と
するグローバルな
生産・販売・サービス

グループ本社／
グローバル本社機能
の強化

支援

■コスト競争力向上

 
■スピードアップ
■顧客ニーズへの

細やかな対応

中核事業

重点地域

継続成長の

 
ための基盤

 
強化

コンプライアンスを

 
重視した企業活動

 
の実践

7



中期経営計画（E-Plan2013）

１．重点地域での１．重点地域での““域産域消域産域消””を推進すると同時にを推進すると同時に
グローバルな視点に基づく最適地生産グローバルな視点に基づく最適地生産、、製品供給を確立製品供給を確立

 
～変化の潮流の取り込み～～変化の潮流の取り込み～

２．E-Plan2013

 
全体施策(３/６)

中国

インド

米国

東南アジア

中東

ブラジル

新興国を中心とする戦略的重点地域を設定
中国、東南アジア、中東、インド、ブラジル、米国

既存拠点を有効活用

グローバル最適地生産体制への移行

当社既存拠点

8



中期経営計画（E-Plan2013）

２．中核事業の領域拡大による新市場への進出２．中核事業の領域拡大による新市場への進出

 
～確実な成長を目指して～～確実な成長を目指して～

２．E-Plan2013

 
全体施策(４/６)

①

 
風水力事業

・

 
ポンプ事業（水力機械、汎用風水力機械、風水力プラント）

・

 
コンプレッサ・タービン事業（気体機械）

・

 
冷熱事業（冷熱機械）

② エンジニアリング事業

③

 
精密・電子事業

緑字：成長追求型事業
青字：安定追求型事業

当社グループの中核をなす５事業を
｢成長追求型｣と｢安定追求型｣の２種類に方向付け

9



中期経営計画（E-Plan2013）

〔安定追求型事業〕

エンジニアリング事業
→

 
O&M事業を収益基盤にして、

EPC事業を確実に成長させる

冷熱事業
→

 
中国や新興国の需要取込

２．中核事業の領域拡大による新市場への進出２．中核事業の領域拡大による新市場への進出

 
～確実な成長を目指して～～確実な成長を目指して～

２．E-Plan2013

 
全体施策(５/６)

2011年

 
2013年

 
2015年

〔成長追求型事業〕

〔安定追求型事業〕

2015年度

売上規模 1.5倍以上

確実な成長

E-Plan

 

2013 次期中期経営計画

〔成長追求型事業〕

→

 
既存リソースを用いた新製品、新市場の開発

→

 
M&A等による外部リソースの取込

O&M:

 
Operation & Maintenance

EPC:

 

Engineering, Procurement,
Construction

10



中期経営計画（E-Plan2013）

・

 
一連の“ものづくり”プロセス
(マーケティング･開発・販売・設計・調達・製造・検査・物流)

暗黙知から形式知への転換を促進
論理的且つ科学的アプローチに基づく最適化

・

 
国内中核拠点を起点として、海外を含む
グループの全拠点へと生産革新運動を展開

３．科学的アプローチによる３．科学的アプローチによる““ものづくりものづくり””プロセスの最適化プロセスの最適化
～絶え間ない生産革新を組織文化として内部化～～絶え間ない生産革新を組織文化として内部化～

２．E-Plan2013

 
全体施策(６/６)

・

 
グローバル市場へと事業を展開するためのグループ運営システムの再構築

→

 

国際標準のグループガバナンスの確立
海外市場におけるビジネスリスクへの対応

→

 

グローバル人材開発

４．４．事業領域のグローバル化に即し本社機能を拡充事業領域のグローバル化に即し本社機能を拡充

富津工場
『

 

FIT

 

』(カスタムポンプ)
藤沢精密工場

『みんなのドライポンプ活動』(ドライポンプ)
『Mゼロチャレンジ運動』(CMP)

進行中の生産革新運動 『みんなのドライポンプ活動』

11



中期経営計画（E-Plan2013）

E-Plan 最終年度(2013年度)において

投下資本利益率（ROIC）

 
8

 
％ 以上

※ROIC＝当期利益／（有利子負債＋自己資本）

ROE と D/Eレシオをバランス良く改善

３．E-Plan2013

 
目標値

達成すべき目標達成すべき目標

 
～限られた資源での利益の極大化～～限られた資源での利益の極大化～

重要経営指標

E-Plan 最終年度(2013年度)において

売上高営業利益率

 
9 ％

 
以上

ROE
（効率性）

ROIC

 
8% 以上

D/Eレシオ
（安定性）

12



中期経営計画（E-Plan2013）

緑字：成長追求型事業
青字：安定追求型事業

①風水力事業
主要事業

・

 
ポンプ事業(水力機械、汎用風水力機械、風水力プラント）

・

 
コンプレッサ・タービン事業（気体機械）

・

 
冷熱事業（冷熱機械）

②エンジニアリング事業

③精密・電子事業

新・中期経営計画（E-Plan2013）事業別施策

４．E-Plan2013

 
事業別施策

13



中期経営計画（E-Plan2013）

事業環境事業環境

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～風水力事業（１/４）～

基本方針基本方針

 
～世界トップレベルを狙える事業体制への変革～～世界トップレベルを狙える事業体制への変革～
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生産革新活動を各主要事業のグローバル生産拠点全体に展開
サービス&サポート事業の強化

→

 

顧客密着による、提案・対応力向上と収益力強化

重点地域を中心として、今後成長が期待できる
グローバルなエネルギー、水、産業インフラ市場分野に注力

→

 

成長市場と共に成長

各地域で生産、販売、サービスを行う現地化の体制への本格的なシフト
→

 

競争力のあるコストとリードタイムで製品を顧客へ供給

新興国を中心としたオイル＆ガス、
電力・エネルギー、水インフラ等の分野における

 
需要増加

為替の影響および新興EPCコントラクタの台頭によ

 
る価格競争の激化

新興国を中心とした建築設備・産業設備市場の

 
活発な設備投資

出展:米エネルギー情報局 2010年5月発表“IEO 2010”

世界のエネルギー消費の見通し

(単位:Quadrillion Btu)

クライオポンプ14



中期経営計画（E-Plan2013）

(特に)新興国グローバル市場

ボイラ給水用ポンプ石油産業向け

 
APIポンプ

大型水平分割

 
コンプレッサ

ステンレス製

 
多段ポンプ

個別施策個別施策
・・市場戦略市場戦略

 
～グローバルなエネルギー・水、産業インフラと共に成長～グローバルなエネルギー・水、産業インフラと共に成長

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～風水力事業（２/４）～

市場

事業

オイル＆

ガス市場

電力・

エネルギー

 
市場

水利

市場

Carbon 
Capture & 
Storage

（新市場）

化学

産業

製鉄

産業

一般

建築

産業

上下

水道

設備

ポンプ事業

コンプレッサ・

タービン事業

冷熱事業

CCS…
二酸化炭素の
回収、貯留

15
省エネルギー型

 
汎用ポンプ



中期経営計画（E-Plan2013）

重点地域：日本、中国、東南アジア、中東、インド、南北アメリカ、欧州 等

個別施策個別施策
・グローバル戦略・グローバル戦略

 
～製品戦略・販売戦略・生産戦略の三位一体～～製品戦略・販売戦略・生産戦略の三位一体～

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～風水力事業（３/４）～

製品戦略・・・地域ごとのマーケティング重視、地域ごとの製品戦略を明確化

生産戦略・・・地域間共通なコア製品/主要部品の生産拠点と、
地域ごとの差別化を行う拠点との役割の明確化

販売戦略・・・地域ごとの販売戦略に基づいた販売ネットワークの整備と拡大

三位一体の戦略

16

生産戦略

グローバル・サプライ・チェーン

販売戦略

製品戦略

販売戦略

製品戦略

販売戦略

製品戦略

販売戦略

製品戦略

販売戦略

製品戦略

販売戦略

製品戦略
販売戦略

製品戦略

販売戦略

製品戦略

中国
日本

東南アジア

北アメリカ

南アメリカ

欧州
中東

インド
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数値目標数値目標

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～風水力事業（４/４）～

・

 
本経営計画最終年度において、外部売上高3,500億円、営業利益率8.3％を目標
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単位：億円 営業利益(率) 単位：億円(%)
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中期経営計画（E-Plan2013）

事業環境事業環境

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～エンジニアリング事業（１/３）～

基本方針基本方針

 
～安定的成長のための経営基盤の確立～～安定的成長のための経営基盤の確立～

流動床式燃焼システム概念図

実績に基づく経験と科学的根拠を融合した設計標準を確立
→

 

業務の効率化による競争力向上

国内公共分野において、技術的に差別化された提案により、
新規焼却炉案件を受注

→

 

継続的な利益創出に資する事業ストックを安定的に確保

確実な収益基盤である

 

｢ごみ焼却施設のO&M事業｣を強化
→

 

安定的成長のための経営基盤の確立

民間の環境関連設備投資

公共部門において

・既存施設の大規模補修
・温暖化ガス排出抑制のための基幹的設備改良工事
・施設更新需要

・維持管理業務の長期包括契約化が進展
・新規建設工事では公設民営（DBO）案件が増加

→

 

堅調に推移

→

 

市場が変化

→

 

低調に推移
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中期経営計画（E-Plan2013）

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～エンジニアリング事業（２/３）～

個別施策個別施策
～効率的な～効率的なEPCEPCの展開と、の展開と、EPCEPC／／O&MO&Mの一体化による採算性の向上～の一体化による採算性の向上～

既存施設におけるO&M事業の長期包括契約、基幹的設備改良工事、及び設備更新工事の

 
受注を促進

長期包括部門と維持管理部門を一体化して、長期包括契約案件における利益管理を強化

焼却炉技術センターを創設し、実績に基づく経験と科学的根拠を融合した設計標準を整備
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中期経営計画（E-Plan2013）

数値目標数値目標

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～エンジニアリング事業（３/３）～

・

 
本経営計画最終年度において、外部売上高520億円、営業利益率8.7％を目標
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単位：億円 営業利益(率) 単位：億円(%)
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中期経営計画（E-Plan2013）

半導体向け市場
・一部の最先端客先を中心として寡占化が進む
・半導体製造装置市場は2011年から2012年にピークアウトの予想があるものの、全体的には

 
堅調と判断

事業環境事業環境

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～精密・電子事業（１/３）～

基本方針基本方針

 
～安定して高い利益率を出せる事業体質の確保～～安定して高い利益率を出せる事業体質の確保～

非半導体市場（液晶、LED等）が伸長

非半導体分野への参入拡大とサービス&サポート事業の強化
→

 

半導体設備投資サイクルに左右されない安定した事業体質の構築

世界市場での競争に打ち勝つために必要な人材を採用・育成
→

 

国内外拠点における人材配置の最適化
CMP装置
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中期経営計画（E-Plan2013）

CMP事業における熊本工場への生産集約

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～精密・電子事業（２/３）～

コンポーネント製品群の非半導体市場でのシェア拡大
（ソーラーパネル、LED、リチウムイオン電池、液晶パネル）

個別施策個別施策
・既存事業を軸にした新市場への進出・既存事業を軸にした新市場への進出

 
～半導体の枠を超えて新たな需要を開拓～～半導体の枠を超えて新たな需要を開拓～

個別施策個別施策
・“ものづくり”プロセスの最適化・“ものづくり”プロセスの最適化

 
～生産性倍増によるコスト競争力の確保～～生産性倍増によるコスト競争力の確保～

海外生産・海外調達の推進

個別施策個別施策
・グローバル戦略・グローバル戦略

 
～拠点の集約と拡大による製品・サービス供給体制の最適化～～拠点の集約と拡大による製品・サービス供給体制の最適化～

装置製品／コンポーネント製品における
生産革新運動の推進

CMPを始めとする各製品の次世代モデルの本格投入

装置製品群、コンポーネント製品群にてTSVプロセス含む

 

新分野への参入

高速排気型ドライ真空ポンプ
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中期経営計画（E-Plan2013）

４．E-Plan2013

 
事業別施策

 
～精密・電子事業（３/３）～

数値目標数値目標

・

 
本経営計画最終年度において、外部売上高850億円、営業利益率14.1％を目標
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中期経営計画（E-Plan2013）

E-Plan2013

 
数値計画

 
再掲

グループ全体

 (連結)
2011年度 2012年度 2013年度

売上高 4,050 4,560 4,970

営業利益 280 370 465

当期利益 130 200 257

全体目標全体目標

投下資本利益率（ROIC）
8 ％ 以上

E-Plan 最終年度(2013年度)において

売上高営業利益率
9 ％ 以上

E-Plan 最終年度(2013年度)において

単位：億円
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(注)為替は1米ドル＝80円、

 

1ユーロ＝110円、

 

1中国元＝12.25円を前提としています。



中期経営計画（E-Plan2013）

本資料に記載されている業績予想、計画ならびに将来予測は、本資料の発表日現在

 において入手可能な情報および、将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本

 資料発表日現在における仮定、を前提としています。

 実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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